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データ資源管理の概念と動向
ConceptandTrend of Data Resource Management

企業での情報システムやデータベースの適用は,経常の合理化や効率化を支援す

る手段として急拡大した｡その結果,多くの問題が吉宗呈し,その解決のために抜本

的アプローチが必要となった｡その解決アプローチは今後のシステム形態にも通用

するものであることが要求され,そのための指導]哩念として,デⅦタ資源管玉里の概

念が必要となった｡データ資源管理の目的は情報生産性の向上とデⅥタ可肝性の向

上にあり,それを達成するにはシステムライフサイクル管j型を中心とした統制の確

立とデータ管理技法の改善,更に,それらを文枝するツールの体系化か必要である｡

また,それらの統制や管理技法,ツールの概要をホし,デ【タ安子原管王里体制の要件

について述べた｡

皿 緒 言

企業など組織体でのコンビュMタ利用は,そのあらゆる分

野に及んでおり,日常業務はもとより,計担j管理業務を支接

するものとして,企業の経営のために不可欠な手J三文となって

いることは論をまたない｡加えて,オフィスコンビュー1タや

オフィスオートメーション機器の普及は,情報システムの規

模を拡大させるだけでなく,分散された架頁粒状の形態へ変化

させよう と している｡

J.Dieboldはこのような動向を,次のような_-一二つのごア:習j過程

としてモデル化しているl)(図1参照)｡

第1段階:企業に1台のコンビュ【タの一半習

第2段階:事業吾ほに数台又は利用部門ごとのコンピュータ

の学習

第3段階:従業土il人に1≠了のコンピュータの学習

このような動向は,企業のコンピュータへの依fJ二度をより

高めるとともに,これまでには見られない新しい管理上の問

題を引き起こし,情報処理部門の役割や責任体系を大きく変

革させようとしている｡本論文では,怖報システムの発展に

伴う問題を明らかにし,その解決を図るための其本的方策と

してデータ資手原管理が重視されることを述べ,そのためのア

プローチを論ずる｡

臣l 情報システムの現状と問題点

今日までの情報システムの急速かつ高度な発展の背景には,

高度成長経済下での先行投資政策があったと言える｡)

士妄其舶勺な人件常高騰傾｢〔りの下で,拡大する生産や販売を消

化するために,生産件向_Lやでナ埋化のための機械化が経営の

重点施策となり,その一一環としてコンビュ【タによる情報処

理が選択されてきたと言える｡その結果,高成民のひずみ現

象と呼べる幾つかの問題が露呈していることも否めない｡

2.1 情報処理コストの増大

図2は,我が国の1社当たりの平均情報処理賛輔と売上高

対比の推移を示したものである｡情報処理費用も対売上高比

率も増加傾向が著しく,情報処理額は9%の成長率,対売上

高比率もS.5%の成長率を示している｡情報処理官哲用の急成長

は企業にとって大きな負押▲を強し､るだけでなく,情報処理そ

のものが経営者の重大な関心事となることを意味する｡
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図l+.Dleboldによる情報システム学習過程 情報システムでのコ

ンピュータの適用は.分散化の傾向にある_.その過程で,企業に1台のコンピ

ュータの段階,事業部に数台又は利用部門ことのコンピュータの段階,従業員

l人にl台のコンピュータの段階の各々についての学習が行なわれるJ

2.2 システム開発要請の多様化と開発待ち

企業の十か限処理吾馴‖jに共通する人きな悩みは,システム】ii+

発要請に対応Lきれず,20筒円から30筒月に役ぶ開発′豊iしi三城

(バックログ)を抱えていることである｡そ♂)背岩には,企業

経常効率の氾求,販売機会の拡大,あるいは製11-■.開発の迅速

化が,よりきめ細かい,徹底した情報処王理サMビスを要求し,

その結果,現行システムの絶え田jない千両しと新システム開

発の安求を多発させたためと言える｡このような要求に湛づ

く作業量の伸び率は年当たり20%を超えており,二れらの需

要に対応する開発力の供給は,要員数のベースで年当たり7

%程度の伸びしか得られていない｡このような背景がシステ

ム開発の生産惟向上の大きな圧力となっているととい二,こ

れまで選択されてきた情報処理部門による集中開発体制に見

直しの気道をもたらしてし､る｡

*

口立製作所コンピュータ事業本部
**

臼‾､∵製作所システム開発研究所
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図2 情報処理費用の推移 我が国企業の情報処王里費用は年率9%.売

上高に占める割合は年率8.5%で増加している｡

2.3 システム関連の増大と短命化

情報システムの発展,拡大につれて,システム間のデータ

間連や機能関連は急速に増大し,複雑化する｡その結果,シ

ステムのイ米守が,関連他システムの予期せぬ変更を引き起こ

す｡このようなシステムの相互干渉は,各々のシステムの寿

命を短縮させ,初期開発投資を回収Lなし､うちに,全面的な

作り直しや打切りを強要するものとなる｡ニのような現象は,

長期的システム構想の実現よりも個々の業務に雀､着しながら,

その日常的,直接的な要請にきめ細かく,迅速に対処するこ

とが重視され過ぎた結果と言える｡個別要請の重視は,相互

に脈絡のない孤立したシステムの開発を余儀なくさせ,シス

テムの対象領i或や機能の重複を避け難いものにしたと言える｡

田 データベースシステムの現状と問題点

データ独立件を主眼とLたDBMS(データベース管手堅シス

テム)の概念は1970年代の初頭に確立され,DBMSによるシ

ステムの建設も'70年代の中ごろから本格化している｡規才1三,

米国では約68%2),我カヾ同では約30%のコンピュータユーザー

がDIiMSを導入Lていると推定ミれる3)｡

3.1 DBMSの導入目的と達成状況

このようなDBMSの普及は,拡大する情報システムでそれ

まで個々に独立していたシステムを統合する手段として,あ

るいは非定型的な突発的データ要求に迅速にl心答する手段と

して,コンピュータユーザーに′受け入れられた結果と言える｡

事実,図3に示すように,DBMSユーザーの多くはその主導人

目的を｢情報の多目的利用･高度利用+あるいは｢業務の統

合･合理化+においている｡

しかし,このような期待にもかかわらず,その目的は達成

されているとは言い難い｡表1に示すように,期待どおりの

DBMS導入成果を挙げているのは,｢システム開発･保亡守の

効率化+の局面だけである｡｢システム統合+や｢システムレ

ベルの向上+局面は,ほとんど未達成と言える｡

DBMSが提供するデータ独立性機能は,本来,複数業務や

ユーザーによるデータ共有とデータアクセスの円滑化,容易

化を目的としたものである｡しかし,その効果はプログラム

開発局面にだけ求められており,DBMSをファイルアクセス

法の一つとして利用しているのが実情と言える｡

情報の多目的利用や高度利用

業務の統合･合王削ヒの手段とLて

処理パーフォーマンスの改善

システム開発期間の短縮

システム運用･保守(要員)の節減

システム開発費用(要員)の節減

そ の 他

29フ%
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18.6%
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注:三井情報開発株式会社ナレッジ工学研究所調べ

図3 DBMS導入の目的 我が国のDBMSユーザーの大半は,その導入

の目的を｢情報の多目的利用や高度利用+においてし､る｡

表I DBMS導入の期待効果と実績 DBMS導入の目的が期待どおり

達成されているのは.システム建設･保守効率化の局面だけであり,システム

統合やシステムレベル向上の局面は未達成と言える｡

局面 評 価 項 目
導入前の

期待効果

導入後の

効 果

シ

ス

テ

ム

統
A

口

複数プログラムでのデータ共有
4 】

4 4

データ一元化によるシステム開発コントロール
4 l

2 3

データ共有によるイ言頼性向上
4 2

4 2

データコミュニケーション機能の統合
l 4

l l

イ呆シ

寺子
フ‾

効ム

率建

化白子

チーター元化によるメンテナンス効率イヒ
4 2

4 4

データ独立性によるプログラム開発の容易化
4 4

4 4

プログラム保守の効率化
2 4

4 2

システム設計の容易化
2 l

l 2

シ

ス

テ

ム

レ

ベ

ノレ

向
上

エンドユーザーによるファイルの直接アクセス
I 3

3 4

突発ニーズヘの迅速な応答
l 2

4 4

管壬聖者,経営者への情報提供
l l

l l

エンドユーザーによるシステムの開発
l 2

l 】

そ

の

他

標 準 イヒ の 推 進
l 3

2 3

システム管理と開発との職能分離
I l

l l

)主:】.評価(4段階評価)

2.サンプル(24社)

3.上j笈(大規模DBMSユーザー).下j設(中規模DBMSユーザー)

(日立製作所コンピュータ事業本部調べ)

3.2 データベースシステム建設の問題点

DBMSはデータ共有を目的とするものである｡システム統

合を直積意図しなくても,複数プログラムで同一データを共

有する環境を形成する｡したがって,DBMSを使用したシス

テム建設ではデータ共有による競合現象が予期せぬトラブル

を引き起二し,プロジェクトを音昆乱におとしいれるものとなる｡

表2はDBMSによるシステム建設で指摘された問題点であ

る｡これらの問題点は,データベースが共有資源であり複数

の適用業務やユーザーからの要求が集中するものであること

に対する認識と対応が適切でなく,従来からの専用ファイル

での偶発体;別や設計手順を,データベース環J亮に持ち込んで

いることに起因していると言える｡

データ共有は,システムの開発段階だけでなく,運用段階



データ資源管理の概念と動向 319

でも多くのトラブルを引き起こす｡新しい適用業務の追加は

データベースの変更を抑き,その結果,既存適用業務プログ

ラムのイl峯正を派生させることになりかねない

新Lい過川業務の追加に耐◆える安定件のあるデータベース

は,個別要求に対処しながらコンビュMタパmフォーマンス

を重視して行なわれる設計アプローチでは達成できない｡ま

た,データ共有に伴うトラブルの【d避も,DBMS技術やコン

ピュータ技術だけでは阿ることができない｡

データを利用するのはプログラムでなく人間であることと,

その利用形態やデータへの要求はユー｢サーーごとに異なるもの

であることを認.識し,それらの要求を調難し,全体とLての

空合作を維持するための桔梗的役割が不可欠となる｡

情報システム全般の問題∴与二も,データベースの閃壬臥.りこも,

その解f央のために,そのような積極的な役パリをどのように実

現するかに依イJ二していると言える｡

田 データ資源管理の概念

4.1 データ資源管理の背景

データ資源管理とは,データを,八,物,金銭とIt了J様に企業

の目的達成のための貴重な資源と比なLて乍ミニ増することであ

る｡そのような管坤概念は,考,え方の_Lでは析Lいものでな

く,既に､データベースの登場以来,唱えられたものと言え

る｡しかし,その必要怖が認識されるようになったのは1970

年代の末期になってからと言える()

F.W.HortonJr.は,企業や組織体での溌i原管理機能は,

それを形成させた歴史的事実を背景とLてもつことを指摘し

ている4)｡例えば,八と言う資源を管理する八一峯背馳機能が組

織化された背景には,1930年代の行動科一字や′訓動運動の発展

があり,財務管理機能の組織化には1920年代の総柄恐悦が背

景となったとしている｡同じように考えるならば,データ資

源管理機能を形成させる歴史的背景は何であろうか｡F.W.

HortonJr.はそれを情報の爆発的な氾i監としている｡.また,

R.L.NolanやJ.Dieboldは,情報システムの発展を----一つグ)成

長過程として認識することが,そグ)必要件と_重要作を認めさ

せるものとなる,としている｡

R.L.Nolanは情報システムの発暁過程を,(1)創始‡札(2)普

及期,(3)統制期,(4)統fナ期,(5)デM夕管理期,(6)成典期の6

段階(ステージ)に分けて説明している5)(図4参照)⊂.この成良

段階のうち,データを資i憤と見なすようになるのは節4段ド皆

以降であると指摘している｡また,J.Dieboldは図1にホし

た上つの学習過科与で,第3学習過車さ▲主の初期にIRM(Informa-

表2 データベースシステム開発での問題点 データベースシステ

ムの問題点は,DBMSの技術的問題よりもデータ共有に対する対応がっ適切でな

いことによるものが多い13一芸階評価の平均,数字が大きいほど問題であった

ことを示す_,

項

番
問 題 占 大規模

DBMS

中小規模

DBMS

l エンドユーザーのニーズが分からない｡ l.5 l.0

2 ユーザ部門の参加が得られない｡ 0.7 0.4

3 システム設計の手順が分からない｡ l.5 0.9

4 業務ニーズとデータベース構造の関連が分からない｡ l.2 0.7

5 データベース構造が確定できない.､ l.5 0.8

6 DBMS(データベース管王里システム)の教育が適切でない｡ l.2 ll

7 メーカーSE(システムエンジニア)サポートが適切でない｡ l.0 0.7

8 データベース操作コマンドが難角牢 0.7 0.4

9 デバッグ･テストが困難 】.5 0.2

10 要員の責任分担が不明 l.7 0.7

ll パーフォーマンス調整が困難 l.7 0.8

(日立製作所コンピュータ事業本部調べ)
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図4 R.L.Nolanによる情報システムの発展一芸階 情報システムの

発展過程を6段階(ステージ)に分けて説明している､_ 情報システムが高成長を

示すのは第2段階であり,その結果とLて統制期が第3段階とLて必要となる._.

第3段階を境にLて,DP部門の機能はテ～タ責源の管理に移行してゆく._.

tion Resource Management:情報資源管理)が必紫になる

と述べている｡

このように,データ資i原管王里の組織化は情報システムのマ

クロ的な成長過程と密接な関係をもつものとi了える｡すなわ

ち･l11一子報システムがあるf那皆に到達し その結果として生ずる

問題点と遭遇し,それを乗り越えようとする学田過柑で到達

する管王里概念と言える｡

4.2 データ資源管王里のねらい

情報システムにデータ資源管理機能を組み込もうとする二占二

図は,一つに,先に述べたような現状の閑散･.一∴を対嫌壕法的

に解f央するのでなく,問題群の背景にHを1r小ナ,その抜本的

解決のための鵜本的フレームワークを確立することにある｡

もう一つは,発J喪を続ける帖報システムの,今後の形態に対

応するための祇本的フレ【ムワークを確:たすることにある｡

今後の情事艮システム形態として想定されるものは,次のよう

なものであろう｡

(a)オフィスコンビュ【タやオフィスオートメーション機

器の普及によるシステムの処才【珪分散

(b)利J¶者白身によるデータ処理と開発拠∴与二の分散

(C)適用業務システムの顆粒化とライフサイクルの迅速化

(d)既存システムの臥宣しと統合再舶成

(e)データ共有のいっそうの促進

成長を続ける情報システムが,ある規模に至って遭遇する

問題と,その先に予想される問題の両面を解決するために要

求されるものが,データを資源として管理しながら,卜占軸シ

ステム全般に関する計画と統制を組織化することである｡

このような管理概念の変i馨は,その実頁型を生産管J曙分町に

求めることができる｡生虎視模が′トさい一家内工業的f貨階での

管理手ぎ去は専ら納期管理を中心としたものと言える｡しかし,

規校が拡大Lて,製品が多様化するにつれて,しだいに,そ

7
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の管王里の対象を部品や資材に向けた部品中心主義に移行せぎ

るを得ない｡部品中心主義は,多様化する市場要請に対応す

るための新製品開発や既存製品の改良保守を効率化するため

に不可欠なアプローチと言える｡同様に,情報システム規模

の成長は部品中心主義的管理手法を必要とする｡このとき,

部品として標準化すべきものはデータと言える｡ユーザーが

要求する最終製品は情報であってプログラムではないからで

ある｡プログラムは部品としてのデータから情報を生産する

ための工程と考えられる｡したがって,ユーザー要求をプロ

グラムへの要求と定義することは,枯場要求に生産工程の検

討で対応するのに等しく,膨大な重複投資を強いられるもの

となる｡生産工程の標準化や生産手順の標準化が部品の標準

化を前提に行なわれたように,ソフトウェアの標準化も部品

としてのデータを標準化した上で行なわれるべきだと言える｡

そして,標準部品や部品衷の管理が技術情報管理として生産

管理の中核的機能となったように,標準データや標準データ

定義情報の管理機能を情報システムの中核に位置づけようと

するものが,データ資源管理のねらいと言える｡

田 データ資源管理の構成とアプローチ

データを資源とLて管理することの臼的は,(1)帖報生産件

の向上,(2)データ可用性の向_上にある｡そのためには,デー

タの取得,保管,提供などのオペレーショナルなデ【タ管理

1980年

1975年

1970年

1965年

1960年

情報生産性の向上

システムライフサイクルコストの削減

システム開発の効率化

プログラム開発の効率化

プログラミングの効率化

図5 情報システムでの生産性向上の経緯 情報システムに関する

生産性向上は,当初,プログラミングに関するものから開始され,徐々にその範囲

を広けた.一 関発コストだけでなく保守コストをも含めた｢システムライフサイクル

コスト削〉成+の次のテーマは,情報の価値を考慮Lた｢情報生産性の向上+である.1

的
●
情
報
生
産
性
の
向
上

● データ可用性の向上

アプローチ

データ管理技術の確保

データ資源管王里体制の確保

データ資源管理ツールの確保

図6 データ資源管王里のアプローチ データ資源管理の目的を達成す

るために,現時点で要求されるアプローチは,データ管王里技術の確保,データ

資;原管理体制の確保及びデータ資源管理ツールの確保である〔
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図7 ANSl/X3/SPARCモデル ANS】/×3/SPARC委員会によって,

1975年に提案されたDBMS標準案に基づいて作成Lた図であるr,DBMSは,組

?織管理者,データベース管理者.アプリケーション管理者とのインタフェース

を明示的にもち,概念,夕帽β.内部の3層スキーマを構成する｡

f11了動だけでなく,データ資i原の有効活用を促進させるための,

より積極的な主権捕動が必要となる｡

帖報生産竹三とは,図5に示すようにシステムやソフトウェ

ア開発の生産性の_L位の概念であり,情報取得に一変する一切

のコストと情報の付加価値とで生産性を測ることである｡単

に,チ【タ処理機能の開発,保守のコストを最小化することだ

けでなく,利J¶老に提供される情報の価値を測定し,高める

ための方策も確保されなければならない｡

チータ可用件とは,資源としてのデータがいつでも利用可

能なように,データの論理的な一致性,完全性を維持し機密

保讃などの安全性を確イ米することである｡

データ資源管三曙の目的を実現するために,必要となるアプ

ローチを図6にホす｡

5.1 データ管理技術の確保

データ管理に関する/役て別は,これまでの情報システムでも

†実施さj･していた｡しかし,その役て別の多くはコンピュータ化

されたデータに向けられていたと言える｡例えば,DBMS概

念と何時に提案きれたDBA(Data Base Administrator:デ

ータベース管理者)の実施状況を見ても,初期に提案された

役治りのうち,実際に果たされてし､る役割はDBMSに付帯する

ソフトウェア技術面に限定されている6)▼7)｡しかし,データ共

有による椎々のトラブルの経験は,その解決のために,DA

(Data Administrator:データ管理者)やANSI/Ⅹ3/SPARC

提案に見られるようなEA(Enterprise Administrator:組織

管理者)を新たに要求したと言える8)(図7参照)｡

F.W.HortonJr.は,資源管理が対象とする資手原の一般的

要件とLて,ニ大のようなものを挙げている｡

(1)観察可能であること｡

(2)分類可能であること｡

(3)イi三存最が有限か,人手にコストを要すること｡

(4)佃値を測定できること｡

ニれらの要件をデータに当てはめるためには,コンピュー

タ技術としてのデータ管至里だけでなく,データの意味や内答

を管理する技術が不可欠となる｡特に,データを情報の部品

と考えるならば,部品の標準化にグループテクノロジーなど

の技術が開いられたように,データの標準化を情報要求から



求める技術が必要となる｡二のような要請からテ【夕べース

だけでなく,′けテ報システムの分イ叶,設i汁法としてもデ】タを

中心とする手法が必要となI),デ"タモデリング技法9)や構造

化システム分析技法川),あるいはデータフローダイアグラム10),

HIPO(Hierarchy plusInput Process&Output)などの記述

法が柱目されてきている｡

5.2 データ資源管王里体制の確保

怖報生産性のIrり上とデータ可用件の向_Lを実現するには,

帖報システムを1モ業目的や経営管理プロセスとノ仔機的に結び

つける役渋りとデータを背理する役湖が統でナされ,組織化され

なければならない｡図8はそのような組織の位i#づけをホす

ものである｡データ資源腎j哩部門は,介業経営陣,利用部門,

更にシステム開発,イ呆勺:を柑当するプロジェクトなどとのか

かわりfナいをもちながら,図9にホすような役ノ剖を果たすも

のであるっ 各々の役ノ.別の概要は次のようなものである(〕

(1)デMタ資き原の計l朝

丘期的な事業話十仲i(ビジネスプラン)をプ三現するための土主糊

的付婚昆システム機略と寸借想を策定する()また,そのような構

想の下に,システム開ヲ芭プロジェクトを設定し,その実他順

序をf央左する｡二のような.汁也なしには,個々の適1H業務シ

ステムの機能:や対象1i如或の重役,火縞を仙壁することはでき

ない｡

(2)システムライフサイクル符押

上壬j胡的システム構想を実現するための拍二接的な統制機能で

プ ロ ジ ェ クト

(システム開発,保守)
データ

賓源

ユーザー部門

データ資源管理部門
企 業
経営陣

区18 データ資源管理部門の位置づけ データ賛源管理部門は企業経

営の中枢に近く位置L,データ資源を利用するユーザー部門,システム開発の

ためのプロジェクトを統制する._.

′′データ澄渡管痩
データ資郡†画′

●情報システム戦略策定
●長期システム構想策定
●長期システム計画策定
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､デー､タ利用

システムうイフ

管
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● データベース ● データの取得 ●概念データ ● システム要式
設計 とチェック モデリング の受理と調整

●ハードウェア/ ● レコード管理 ●データ内容の ● プロジェクト

ソフトウェア ● フォーム管‡里 定義とデータ イニシエー

構成の決定と
●レポート管理

●データ利用の
測定と課金

標準の設定 ション

調整 ● データディク ● プロジェクト

● データベース ショナりの維持 監視とシステ

完全性の監視 ●データ要求の ム保証

と維持 分析と調整 ●稼動システム
●パーフォーマ

ンスの監視と
調整

●バックアップ/
リカバリ

●更新権限,機
密保護レベル

の管理

●データ利用
支援

●システム開発
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の監視と評価

図9 データ資源管王里の磯能構成 データ資源管理部門によって実施

されるペき役割の構成を示す､,
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ある‖ 新システム槻先安求や改善要求を-･九的にノ受刑1して,

システムf占動のオーソライゼーションを行なう とともに,シ

ステム清朝やシステムの虻_査,占‾J+官1享保詩Eを行なう.)また,逆

拝卜中のシステムのレビューを行ない,システムライフをl評価

L,寿命のノさきたシステムは廃けこさせる(,二の機能の臼的は,

怖報システムか,いつでも企業子六動と蜜た合性をもつようにシ

ステムとシステム捕勅を官主;こ祝,統制することである｡

(3)チータ利用サl-ビス

情報生産一作の】fり上とデータ資順の有効さ1叫-jをトズ!るために,

データ利用一名に対する女托活動や､データの1こ全件,安全件

を維持Lたり,怖報生産作を阻二.享子する要凶を除去するための

統制を行なう｡特に,データ利用者に対する二女接活動は,ユ

ーザーの問題角牢決に必要なデータの発見やアクセスを支援し

たり,データ｢大作妄の問fナせにこたえることである｡また,デ

ータの布石三場所や所イJ▲老を明らかにしたり,データ安1Kとデ

M夕べー｢ス_1二のテ■一夕形式との調幣を行なう〔つ これJ〕の女拭

柄重いこはデータディクショナり､ソールが有力な-‾fJ三弦となる｡

また,データテイクショナりの偶発と糸鮒キのために,デ【タ

を分析してデータ体系を決左し,標畔データを設起する｡

(4)データの付こ幣とぅ1ザ巨

データの発′もから利捕まて∵のデータの流れに【Fl二接介入L,

それを制御するもので､データ可用件を維持するための機能

である._つ

(5)データベース管理

コンピュータ化されるデータについて,その場追を.乳汁L

コンピュータ処玉里の性能やうこ全作を維持する機能で,従来の

データベー【ス1モミこj理老の役ノ.と川が小心となる｡

5.3 データ資源管理ツール

テ【夕子さ独符J三【ヒゴーF与三軌をイJ-幼なものとするためには､各々の

析軋を支托するツーールが必要となる.⊃ 図川はデータアさi傾の利

鞘.と符]理のf.㌔勅を上枝する､ソールをホすものである._)

これらのツールの倣安は次のとおりである｡

(1)DBMS

コンピュータ化されたデータベースを符珊するツ【ルであ

り,デー一夕の1キノ作に応じて,ド皆層モデル,ネットワ【クモデ

ル,あるし､はりレーショナルモデルのいずれかを選択できる.〕

Ill】f封ヱの部.i‾‾占である倍享畔データを符押するツuルとも[‡える｡

(2)データ符坪ツー｢ル

データのて右義帖幸Ii(名称,内谷.てL述,桁数,キーなど)やデ

ータを利問するプログラムに関するげf縦などを符即するツーー

ルで,データディクショナりと呼ばれる｡けf封まの部.ら‾J】去幣ftlと

､ソー/しと■こ言える｢プ

(3)ユMザ【サ【ビスツ【ル

ユーザーがデータを有効に利用する_1∴で必要とするツ【ル

であるrJユmサーには企業経常者からプログラマ圭で,多柿

多杖なものが布fl三する｡ユーーザーーサーーービス､ソーールは,それら

のユーザー別に,臼的に応じて選択できるように川一也二されな

ければなJっない｡それらの代表的なものは次のようなもので

ある｡

(a)汎用エンドユーザー言語

(b) レポ【卜作成ツ【ル

(c)意思決定文授ツール

(d)適用業務別問題解f央ツール

(e)データテイクショナり問イナせ文枝ツール

(4)システム開発支楼ツール

データ資i原を利用する適用業務プログラムの開発,恍′守を

支揺するツールで,二大のようなものがある｡
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(C)ユーザー両血作成ツ【ル

(5)システム管理支援ツール

データベース管理やデータの保管･管理を支揺するツール

で､次のようなものかある｡

(a)データチェックツール

(b)データ保与:ツール

(C)一性能評価と調平たツール

(d) システム監査ツール

(e)利用統計と課金ツール

(6)システムコントロール

データ利用者からの要求に従って,システム内部の各機能

との結びつけを確立L,ユーザーのデータ資源利用を支援す

る機能を果たすものである｡

図11はこれらのツール群をデータ資手原管理､ソール体系とし

てホしたものである｡
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図IIデータ資源管理ツールの体系 データ資源を利用するユーザー

とデータ資源管理活動を支援するソフトウェアツールの分類体系を示す｡

10

図10 データ資源管王里機

能とツール データ資源

管王里部門の役割とデータユー

ザー,プロジェクトの〉言動を

支援するツール群を示す｡

B 結 言

帖報システムやデータベースに伴う問題解決は,その間題

を個別の現象としてとらえずに,情報システムの成長過程で必

然的に発生する現象ととらえながら,将来の成長過程にも対応

できる対策か必要である｡その一つの有力な構想がデータ資

源管理である｡今後,コンピュータシステムのアーキテクチ

ャもこのような構想をフォローすることが予想される｡なに

よりも重要なことは,これまでの情報システム化の経過と現

状の認識を的確に行ない,データ資源管理への移行のための

長期的なシナリオを作成することであろう｡
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